ADR（裁判外紛争解決手続）
　種類は、和解の仲介（斡旋・調停）と仲裁がある。特徴として「簡易・迅速・安価・非公開・合意型」が挙げられる。
　優れた点　①専門知識を要する紛争を迅速に解決できる
　　　　　　②小額紛争は、裁判で争うと費用倒れしてしまう
　問題点　　①判断の公平性への疑問
日本では平成19年4月1日施行の「裁判外紛争解決手続の利用の促進に関する法律」がある。（引用　国民生活センター：http://www.kokusen.go.jp/adr/adr.html）
